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l燭札、合わ也】 市役瞬間断金課、
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・ とこる一 保健""，，'~ ・対貨---11;人
同 凶砂ー闘で酬岡崎酬醐r、

健康情座f胸痛白出現したSJ
.%~'".t'è"tーが聞畠打
砂とを 1月"日制1'/1:Z嶋一，.，
'ととろ，.-It合医喰機・"ヒ"，- ・欄
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問嗣 旬。;.3-62-05日 l、
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峨弥神社の嫡白い
山本租也

『鎗剥Jという二次元町側IHに f蔀品、Jとい令.附鱒・を
表現令.・・ ・にぞの一・・の倫.舗写では"' 伝鍵左か..住

とい，"行司院の'0r・.元の.".'則 、そが司R・0られるもの
で'"ないト.

0・-
，..‘~.f;..1訟 Fとたずま‘め. 商耐ぶ.I~ ， j匝aいら小"
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ア ップ ~1¥合五重唇，符.に..量.で.

eかに儀，れる.この11， <<・.で"^
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興樹、予のJII追い式
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務日大社中門

薬師寺伽藍返盟
高樹立洲人

人口仁晶反された滋師命

の2・..途盤は g本測に
洋画にと敏多〈繍必れてき

た.

砿"水.のg世界で 皐
刷の講師~Ql I配達5直を構築

。ー表現してみた.

大河内 E 夫

春闘大社.越の石鍾値を徴慨して中門 幽帽を"観1..'5"した 奈Aの鎌も山信あるお祉の樽酋6立
つ4すり・，と感動を4らって鯛仰，せてもただもた.
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-^，ぃeぃ.'ーとし企嶋内で
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